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ア 基本的な検査項目（全員に実施）　　　
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実施期間

ア 平成23年8月3日～平成24年1月27日（市内の健診）　
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(3) 対象者及び実施者数　　　対象者数　2,145人　、　実施者数　180人（実施率8.4％）

79,852,000

その他 事業収入

75.0

155,201,000

予算額

114,926,867

実　績 12.9

達成率

8.4

　 平成23年度は、健診実施期間の延長及び被災者（医療費一部負担金免除者）の自己負担金の無料化を図り受
診率の向上を目指したが、震災の影響により特定健康診査及び特定保健指導ともに目標とする率を達成できな
かった。
　今後は、震災による生活環境の変化に伴う生活習慣病の重症化を防ぐため、健診及び保健指導の啓発の強化
や実施形態等を工夫する必要がある。
　また、市外に避難している国保被保険者に対し、避難先で受診できる措置を講じているが、ホームページ及び市
報での周知により受診者の拡大に向けた更なる周知の徹底を図る必要がある。
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特定保健指導の実施率　　　　　　　　（％）

達成率
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特定健康診査の受診率　　　　　　 　　(％）

　国民健康保険被保険者に特定健康診査を実施するとともに、メタボリックシンドローム該当者・予備
群対象者に保健指導を実施し、生活習慣病の重症化予防に寄与することができた。

(2) 実施期間　　　平成23年10月～平成24年3月

実　績

特定健康診査の実施

H20 H21

(1)

H22 H23

平成23年11月1日～平成24年3月31日（市外避難先での健診）

血清クレアチニン検査(全員）、国の基準非該当者の心電図検査・眼底検査（希望者全員）、

お互いに支えあい生活で
きる仕組みを構築する

35,074,867

対象者　　　　健診受診者から階層化された人（メタボリックシンドローム該当者・予備群）

46.9 44.0 42.3

( 3 )

検査項目

生活習慣病予防事業（特定健康診査、特定保健指導）

  生活習慣病を早期に発見するため、国民健康保険被保険者に対する特定健康診査の受診機会の確保に
努めるとともに、地域や仮設住宅等における継続的な保健指導を実施し、糖尿病、高血圧、慢性腎臓病
等生活習慣病の重症化を予防する。
・特定健康診査の実施
・被災者が受診しやすい体制整備
・特定保健指導の実施

既往歴の調査、自覚症状及び他覚症状の有無の調査、血圧測定、肝機能検査、血中脂質検査、
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第 4 章

第 1 節特定健康診査等事業費

特定健康診査等事務費
国民健康保険事業の安定運営と高齢
者の医療保険制度の円滑な実施を図
る

市民の不安を解消し、これ
までの暮らしを取り戻す

迅速な生活・健康支援と福
祉・医療の確保

予
算
科
目

1 目

8 款

被災者の健康支援

安心して健やかに暮らせ
るまち 復

興
計
画

1 項

総
合
計
画

(4) 対象者及び実施者数　　　対象者数　36,246人　、　受診者数　13,660人（受診率37.7％）

(1) 対象者　　　　実施年度中に40～74歳になる国保加入者

事　業　名

特定健康診査等事業費

保健事業費

予算の執行状況

血糖検査、尿糖・尿蛋白検査

詳細な健診項目（国の基準該当者に実施)　　　　　　貧血検査、心電図検査、眼底検査

追加健診項目（石巻市単独事業として実施）

尿潜血検査（全員）

目　標

取　組　実　績

特定保健指導の実施

(3)

(2)

成果に係る評価

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　　果
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